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は じ め に 
 
本稿では、2001年Mercer University Press から刊行された論文集 Religion in the New 
Millennium: Theology in the Spirit of Paul Tillich (eds. Raymond F. Bulman & Frederic J. 
Parrella) より、一つの論文を取り上げる。本論文集に対する詳細及び他の論文に関する書評
は、鬼頭葉子「書評 Religion in the New Millennium: Theology in the Spirit of Paul Tillich, 
eds. Raymond F. Bulman & Frederic J. Parrella, Mercer University Press,  2001」、『ティリ
ッヒ研究』（現代キリスト教思想研究会）第 6号、2003年 3月、63-71頁所 を参照。 
 




本稿では、2001年Mercer University Press から刊行された論文集 Religion in the New 
Millennium: Theology in the Spirit of Paul Tillich (eds. Raymond F. Bulman & Frederic J. 
Parrella) より、一つの論文を取り上げる。 
 この論文の筆者カーは、現在米国空軍研究所の名誉教授であるが、この論文を執筆した当時


























































































は 16世紀半ばから 17世紀半ばであり（1564-1642）、所謂ガリレオ裁判は 1616年に第一回目
の裁判があり、1633年に第二回目の裁判があった。宗教改革の始まりが 1517年のルターによ
る九十五か条の公開質問状によるとされ、対抗宗教改革の始まりがトリエント公会議
（1543-1563）によるとされるため、ガリレオの生きた時代はカトリックとプロテスタントの
対立という状況にあったといえる。それを端的に表しているのがガリレオの二回の裁判とほぼ
同時期に行われた三十年戦争（1618-1648）である。 
 宗教改革において様々な論点があったといえるが、その重点とされるのは聖書解釈である。
「信仰のみ」「万人祭司説」「聖書のみ」というプロテスタントに対し、カトリックは「伝承」
を重んじる。三十年戦争に見られる緊迫した状況下において、ガリレオの神学は（「自然」を「聖
書」に優先させる可能性→多義的な聖書解釈を許す可能性→教義の問題へ）認められるもので
はなかったのである。 
 紙数の関係上詳述することはできないが、最近の研究によれば、ガリレオ裁判の背景には、
当時のカトリック内の政治的動向が絡んでいたことが指摘されている（たとえば、ガリレオを
庇護していたトスカーナ大公国と教皇庁の対立など）。 
 
 このような背景を踏まえると、以下のことが明らかになる。カーのこの論文では、ガリレオ
の宗教的信念（→自律性）と、教会の他律性という対立構造における「創造的な自己」という
点が論点とされている。つまりこれは、ガリレオという「個人のレベル」における「科学と宗
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教」の「根源的統合」が語られている、ということである。しかしながら「科学と宗教」の問
題は次の三つのレベルにおいて見ることができる。一つ目は先述した「個人のレベル」。二つ目
は実定的次元（制度・組織）としてのカトリック対プロテスタントや、諸国家の対立などに見
られる「集団のレベル」。そして三つ目は、「個人のレベル」や「集団のレベル」と深く関わる
「理論と教義のレベル」である――ガリレオ裁判に即していえば、宇宙論と教義（→聖書解釈
へ）がこれに該当する――。そのため、ガリレオ裁判の取り扱い方として妥当なのは、「科学と
宗教」の「根源的統合」を「個人のレベル」ではなく、むしろ「理論と教義のレベル」におい
て見ることだと思われる。 
この問題に関する議論は、「科学と宗教」の「根源的統合」の着地点を模索する上で欠かせな
い議論となるに違いない。その時こそ、筆者が期待するように「科学と宗教」の「根源的統合」
が再び図れるのではないだろうか。 
 
 
（よかた・こうし 日本聖公会神戸教区神学生） 
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